
はじめに

思春期から青年期にかけての時期は「自分とは何か」

という自己意識を模索しながら高めていく時期とされて

いる．自己意識は心理学分野において個人の行動を規定

する内的な準拠枠として考えられ，適応や心理的健康の

指標としてこれまでも研究が進められてきている１）．自

我同一性の心理社会的発達を明らかにした Erikson２）に

よれば，青年期は職業とイデオロギーへのコミットメン

トが成長する時期であり，また自己のアイデンティティ

獲得を発達課題とする時期でもあり，常にその拡散の危

機に直面する．つまり，肯定的な自己意識をもつことは

青年期に生きる若者の発達課題であり，青年期教育現場

における課題ともいえよう．

性教育は，自らをどう生きるかという「生」の教育で

あるといわれている．青年期の性の発達課題は，性的機

能の成熟と情緒の不安定さのなかで，他者から影響を受

けながらも，自分自身の「性」のあり方を問い直して「生」

を模索することであると考えられる．白井３）は思春期ピ

アカウンセリング養成講座を受講した大学生の自尊感情

が高まったことを明らかにしている．また前田４）は思春

期ピアカウンセリングを受けた高校生の自己効力感と自

尊感情が受講後に上昇したことを示し，性教育によって

自己分析が深まり自分認知が再構成されたと考察してい

る．このように性を学ぶことは，自己を見つめる機会と

なり，肯定的な自己意識をもつことに寄与できるのでは

ないかと期待できる．また，性教育では「ピア（Peer）」

による教育手法が注目されている．ピアエデュケー

ションは１９７０年代に英国で発祥し，思春期の子ども達が，

親や教師よりも同年代のピアに信頼を寄せ，影響を受け

ることに理論的根拠をおく．ピアエデュケーションによ

り学生の性とリプロダクティブ・ヘルスの知識が高ま

る５）ことが報告されており，わが国でも高村ら６）がピア

カウンセラー養成のモデルカリキュラムを開発し，その

成果が報告されてきている７）．このようなピアエデュ

ケーションは，性に対する正しい知識やスキル，感情を

共有し合うことにより若者の主体的な行動変容を支える
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ことを目指すものである．エデュケータとなる若者がそ

の役割を果たすためには，自らも問題に正しく対処でき

る自己決定や問題解決の能力を高めておくことが求めら

れ，知識やスキルを身につける過程でのエデュケータ自

身の成長も期待できる．しかし性のピアエデュケーショ

ンによる効果を，エデュケータの成長の側面から捉えた

研究はあまり見当たらない．

本研究では，性のピアエデュケーションにエデュケー

タとして参加した学生が自己肯定意識を高めるのかどう

かについて，また，エデュケータとしての活動からどの

ような体験を得ているのかについて明らかにすることを

目的とする．

用語の説明と定義

ピア：ピア（Peer）はプログレッシブ英和中辞典８）に

よると「（社会的に）同等の地位の人，同僚，対等者，（能

力・資格・年齢などが）同等の人，友人，仲間」とある．

「同じ問題や障害および疾病をもつもの同士」９）の意味

合いで用いられることもあるが，性教育の分野では一般

に「仲間」として使用されている．ここでは「青年期の

仲間」とし，その範囲は１４歳から１９歳までとした．

ピアエデュケーション：ピアからピアへという視点に

たったピアカウンセリングやピアエデュケーションは，

ともにヘルスプロモーションの理念に基づいている．国

際家族計画連盟（International Planned Parenthood Fed-

eration : IPPF）は，ピアカウンセリングを「同年代ま

たは所属を同じくするグループが，情報や知識・価値観・

スキル・行動を分かち合うこと」と定義している．この

ピアカウンセリングに対して，レクチャーの要素が多い

教育提供型アプローチはピアエデュケーションと表現さ

れる．ここでは，ピアエデュケーションを，看護学生と

中学生で構成されるピアグループにおいて，看護学生が

中学生に性についての正しい知識・スキル・行動をエ

デュケーションして，性についての価値観を共有し合う

ことと定義する．

ピアプロジェクト：ここではピアメンバーによるピア

エデュケーションの準備から当日までを含めた一連の取

り組みをいう．

ピアメンバー：ここではピアエデュケーションにエ

デュケータとして参加する看護学生をいう．

研究方法

１．研究協力者

５年一貫課程に在籍する看護学生で，自主的にピアメ

ンバーになることを希望した１１人，１８～１９歳の女子であ

る．対照群を同じ課程，学年に属する学生２８人（女子）

とした．両者とも３年生で母子看護１単位を履修済み，４

年生で母性看護学２単位を履修中であり，日本助産師会

に所属する開業助産師から思春期性教育についての講義

を２時間受けている．臨地実習は高校２・３年生で基礎・

成人・老年の領域で計５単位の経験がある．

２．ピアプロジェクトの概要

１）使用したピアアプローチの種類

ピアによる性教育を進めるにあたっては，その質保証

の点からピアアプローチの種類とピア養成をする資源を

うまく組み合わせる必要があると考えられる．ピアアプ

ローチの種類として，忠津ら１０）は，Nancy Fee & Mayada

YOUSSEFの分類をカウンセリング手法の必要度から

分け，５つに再分類している．それは，情報提供型，教

育提供型 A（レクチャーのみ），教育提供型 B（レクチャー

とピアカウンセリング手法を用いたディスカッションお

よびロールプレイ），教育提供型 C（ピアカウンセリン

グ手法を用いたディスカッションおよびロールプレイ），

カウンセリング提供型（個別電話相談または個人面談）

の５つであり，後のアプローチほどカウンセリングの要

素が多くなる．レクチャーの要素が多い教育提供型アプ

ローチに，エデュケータとして看護学生を活用すること

により，カウンセリング手法を習熟させる訓練は効率化

され，その質保証が可能であると考えられる．そこで本

研究では教育提供型 Bのピアアプローチの手法を用いた．

２）ピアプロジェクト（準備）

今回のピアプロジェクトの当日までの準備を図１に示

した．準備を２ヵ月前より開始した．まず，母性看護学

を担当する教員が「ピアエデュケーションとは」「人間

の性，セクシュアリティとは」というテーマで講義を４

時間行い，ピアエデュケーションや性教育に関係する図

書として「思春期の性の健康を支えるピアカウンセリン

グ・マニュアル―ピアカウンセラー（学生）版」１１）他５

冊を紹介した．その後は自律的なグループ課題学習とし

た．性に関する正しい知識を学ぶ他，中学生のニーズや

当日のプログラムを検討するなかで，ピアメンバー間で

自らのセクシュアリティについて語りあうことや，自分
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の内面を見直すことを課題とした．その間，教員２人が

チューターとして関わった．中学校の養護教諭と事前に

２回協議を持ち，中学生の性意識やニーズを把握するた

めの事前アンケートの作成や，当日のプレゼンテーショ

ン，グループディスカッションのテーマなどについて協

議した．この一連の作業のほとんどは授業外の時間が用

いられ，ピアメンバーによって自主的に進められていっ

た．

３）ピアプロジェクト（当日）

２００７年８月に同地域の中学３年生２２人（男１１人，女１１

人）に対して，１２０分かけて実施した．中学生の参加者

については中学校の養護教諭の協力を得た．導入にゲー

ムを取り入れたグループづくりを行い，リラックスして

話し合える場を設定した．主にレクチャーとグループ

ディスカッションで構成した（図２）．事前アンケート

の結果報告と思春期の性（こころ編・からだ編）のプレ

ゼンテーションを行った．これには性に関する基礎的知

識として９内容の他，例えば，「もし告白するなら直接

会うよりもメールがいい？」「結婚や出産，育児は女の

幸せと思う？」などの個人的な考えを問う８質問を含め

た内容とした．その後に行われたグループディスカッ

ションは，「メル友」がテーマであった．つきあってい

る彼（彼女）から家人が不在の時に家に誘われた場面を

ピアメンバーが寸劇で示し，自分ならこんなときどうす

るかをグループ内で話し合った．グループは中学生４～

５人に対してピアメンバーが２～３人ずつ入った．終了

後に，中学生がグループの中では発言しにくかったこと

で個人的にピアメンバーに話したいことがあれば，話が

できるようにと自由な時間をもった．このピアプロジェ

クトを通して，「互いに相手のことを批判しないこと，

知り得た個人の秘密は決して口外しないこと，しかし友

達に伝えるべき正しい知識については伝えていく」こと

をルールとした．後日，ピアメンバーはこのレクチャー

の概要と思春期の性の基礎的な知識を新聞にまとめて，

参加中学生を通して他の中学生に報告した．

３．ピアメンバーの自己意識の変化

ピアメンバーの自己意識の変化を見るために，平石１２）

の「自己肯定意識尺度」を用いた．平石は青年期におけ

る自己意識の発達を，自己への態度の望ましさ（自己肯

定意識）と自己の安定性（自己安定性次元）の視点から

捉えようとしており，「自己肯定意識尺度」はこのうち

の自己への態度の望ましさを測定する尺度である．平石

は自己肯定意識を，自己概念における評価次元を表す

self-esteemの下位概念としている．「自己肯定意識尺度」

は，自己健康性の肯定性－否定性の次元から作成され，

項目的にも青年期特有の心性を反映させたものであり，

青年期の自己評価や適応感の測定が可能であることから，

今回これを使用した．

「自己肯定意識尺度」は対自己領域と対他者領域に大

きく二分され，それぞれが３つのサブスケールからなる．

対自己領域のサブスケールは「自己受容」「自己実現態

度」「充実感」，対他者領域のサブスケールは「自己閉鎖

性・人間不信」「自己表明・対人的積極性」「非評価意識

・対人緊張」である．４１項目からなり，「あてはまる」

から「あてはまらない」までの５選択肢で回答を求め，

順に５～１点を配し，サブスケールごとの合計値で比較

する．各サブスケールのクロンバック �係数は平石の

研究では０．６９～０．８６，本研究では０．６８～０．９２であり，信

頼性を確保している．

ピアメンバーと対照群の両群に，ピアプロジェクトを

開始する前と終了後に「自己肯定意識尺度」の調査を行

い，それぞれを前後で比較した．また，その結果を補う

図２ 中学生へのピアプロジェクト（当日・後日）

図１ ピアプロジェクトの当日までの準備

ピアエデュケーションの自己肯定意識への影響 ３



ために，実施後にピアメンバーにピアプロジェクトでの

体験について記述回答するよう求めた．調査内容と時期

を図３に示した．

４．分析

「自己肯定意識尺度」にはWilcoxonの符号付き順位

検定とMann-Whitneyの U検定を行った．有意水準は５

％とした．SPSS１５．０J for Windowsを用いて分析した．

記述回答の分析は Berelsonの内容分析の手法１３）を用い

た．ピアプロジェクトでの体験が表れた文章を抽出し記

録単位とした．よく似た意味内容ごとに同一単位群とし

てまとめ，さらにカテゴリ化した．分析結果の信頼性に

ついては，１０年以上看護教育に携わる２人の教員により，

スコットの式１４）によるカテゴリ分類の一致率を算出した．

５．倫理的配慮

研究協力者には文書で研究の趣旨，提出は任意である

こと，成績には影響しないこと，無記名で内容は統計的

に処理され個人が特定されないこと等を説明し，同意を

得た．留め置き法で回収した．「自己肯定意識尺度」の

前後での対応がある変化をみるために，個人が特定され

ない任意の数字や文字を記録してもらった．

結 果

１．自己肯定意識の変化

ピアメンバー１１人（回収率１００％）と，対照群２５人（回

収率８９．３％）の３６人から回収があった．記載漏れが無く，

前後の対応が確認できるピアメンバー１０人（有効回答率

９０．９％）と，対照群２２人（有効回答率８８．０％）の３２人を

分析対象とした．

実施前のピアメンバーと対照群の「自己肯定意識尺

度」の平均値の比較を図４に示した．実施前では対自己

領域のサブスケール「充実感」のみ，ピアメンバーが有

意に高かった（p＜０．０５）が，他の５サブスケールに差

はなく，ピアメンバーと対照群はよく似た自己肯定意識

をもつ集団であった．

次にピアプロジェクト前後の平均値の比較を対照群，

ピアメンバー別に図５・６に示した．対照群では，６つ

のサブスケール全てにおいて前後に変化はみられなかっ

た．一方，ピアメンバーは実施後４つのサブスケールに

図３ 調査内容と時期

図６ 実施前後の自己肯定意識の変化 （ピアメンバー）

図４ 実施前のピアメンバーと対照群の自己肯定意識の比較

図５ 実施前後の自己肯定意識の変化 （対照群）
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変化が見られた．対自己領域の「自己実現的態度（得点

範囲７‐３５）」が実施前２４．１１±５．４９から実施後２７．０９±４．８１

に（p＜０．０１），「充実感（６‐３０）」が２６．５６±６．７８から２８．０９

±９．３８に有意に上がった（p＜０．０５）．対他者領域では「自

己表明・対人的積極性（７‐３５）」が実施前２１．６７±４．３０か

ら実施後は２５．８２±５．５６と有意に上がり（p＜０．０５），「自

分は他人よりおとっているかすぐれているかを気にして

いる」などの質問項目で構成された「非評価意識・対人

緊張（７‐３５）」は２２．００±４．１８から１８．８２±７．０４と有意に

低下した（p＜０．０５）．

２．ピアプロジェクトでの体験

ピアプロジェクトでどのような体験をしたのかについ

ての記述回答では，分析対象となったピアメンバー１１人

（回収率１００％）の記述は５４記録単位に分割でき，７カ

テゴリが形成され，表１に示した．【エデュケータとし

てのスキルと役割に気づく】【自らの性の知識・理解の

増加を自覚する】【自らのセクシュアリティの捉え方の

変化に気づく】【相手の中学生に今後を期待する】【取り

組みに対して自己達成感を得る】【性意識の高まりを自

覚する】【相手の立場にたつことの大切さに気づく】で

あった．カテゴリの分類への一致率は，９２．２％と８６．４％

で，信頼性を確保していることを示した．以下にカテゴ

リを【 】で，記録単位「 」で表し，簡潔に説明する．

【エデュケータとしてのスキルと役割に気づく】は，

エデュケータとして相手からうまく思いを引き出すこと

が重要であると感じ，聞く姿勢をもつことや，自分の思

いを伝えるためのスキルが必要であることへの気づきを

示すものである．「相手から思いを引き出す話術が必要

である」「中学生の心を突きとめ，その気持ちに寄り添

うことが必要である」「知識を自分のものにしていない

と教えることはできない」などの記録単位で構成された．

【自らの性の知識・理解の増加を自覚する】は，これ

まで性に関して自分が知らないことがあったり，間違っ

た情報をもっていたことに驚き，一連のプロジェクトを

通して，正確な知識・理解が増加したことへの確かな自

覚を示すものである．「あまりにも自分が知らなかった

知識が多くあることに気づいた」「教える準備をするこ

とによって正しい知識を身につけることができた」など

で構成された．

【自らのセクシュアリティの捉え方の変化に気づく】

は，これまで自分が抱いていた性に対する偏見が薄れて

いくことや，自己を価値ある存在として見つめ直すなど，

セクシュアリティの捉え方が変化してきていることへの

気づきを示すものである．「これまでと違い性に関する

話をすることに抵抗がなくなったのは，自分の性の捉え

方が変化したからだと思う」「これまで自分は女性なら

結婚，出産，育児をするのが当たり前の幸せだと思って

いたが，そうではないことに気づいた」などで構成され

た．

【相手の中学生に今後を期待する】は，中学生にもこ

れを機会に自分の心やからだの成長に興味を持って大切

にしてほしい，お互いに異性のことを理解する姿勢を

もってほしいなどの中学生への期待感である．「中学生

も自分たちの心や体の成長についてもっと興味を持って

ほしい」「中学生は男の子と女の子を互いに知り，理解

することで相手のことを大切に思う気持ちを持ってほし

い」などで構成された．

【取り組みに対して自己達成感を得る】は，一連のプ

ロジェクトへの大変さと達成感の他，グループワークへ

の苦手意識の克服や，メンバーで意見を出し合ってピア

プロジェクトを成功させていく過程での喜びを含む．「グ

ループで学習することは大変であったが，成功した喜び

が得られた」「他人の意見と自分の意見を交換できるこ

との楽しさがあった」「グループワークは苦手意識があっ

たが，今回はそうでなく，やった感じがある」などで構

成された．

【性意識の高まりを自覚する】は，性に対して今後もっ

と知りたい，もっと学びたい，もっと伝えたいという意

識の高まりの自覚を示すものである．「性に対してもっ

と知りたい」「正しい知識をもっと伝えたいという気持

ちが高まっている」などで構成された．

【相手の立場にたつことの大切さに気づく】は，ピア

メンバーや中学生の立場や思いを理解して，相手の立場

になって考えることの大切さへの気づきを示すものであ

る．「相手を思いやる気持ちの大切さを実感している」「相

表１ ピアプロジェクトでの体験

カテゴリ 記録単位数

エデュケータとしてのスキルと役割に気づく （２３）４２．５％

自らの性の知識・理解の増加を自覚する （６）１１．１％

自らのセクシュアリティの捉え方の変化に気づく （６）１１．１％

相手の中学生に今後を期待する （５）９．３％

取り組みに対して自己達成感を得る （５）９．３％

性意識の高まりを自覚する （５）９．３％

相手の立場にたつことの大切さに気づく （４）７．４％

ピアエデュケーションの自己肯定意識への影響 ５



手の立場になって考えることの大切さに気づいた」など

で構成された．

考 察

１．「性を学ぶ」ことの自己肯定意識への影響

「性を学ぶ」ことに対する自己肯定意識の影響を検討

するために，高村らのピアカウンセラー養成のモデルカ

リキュラムに準拠したピアエデュケーションの報告と照

らし合わせてみる．今回のピアプロジェクトでは，ピア

メンバーの対自己意識のなかの２サブスケールと，対他

者意識の２サブスケールに変化がみられ，ピアプロジェ

クトを通して自己肯定意識が向上した．これは高村らの

ピア養成講座やピアカウンセリングを受けた学生を対象

として自己効力感や自尊感情の変化をみた白井ら３）や前

田ら４）の結果と比べ，自己意識の健康性が高くなったと

いう点で同様の結果であった．今回の対象者は自律的に

性を学んだエデュケータの学生であり，両者の性の学び

の過程に違いがある．しかし両者とも「性を学ぶ」こと

が共通しており，青年期の自己意識の健康性を高めるた

めには「性を学ぶ」ことが有効であるといえる．「性を

学ぶ」には自らのこころとからだと対峙することが求め

られ，自己のセクシュアリティを見つめ直す機会になる．

今回，ピアメンバーは単に【自らの性の知識・理解の増

加を自覚する】だけでなく，【自らのセクシュアリティ

の捉え方の変化に気づく】【性意識の高まりを自覚する】

に特徴づけられる自己変化の気づきを体験し，自己を価

値ある存在として肯定的に捉え直していた．以上のこと

から，「性を学ぶ」一連の過程で，ピアメンバーはセク

シュアリティの捉え方を変化させて，自己のからだやこ

ころの肯定（自己肯定意識）を高めたといえるだろう．

２．グループワークが対他者意識へ与える影響

一般的に青年期は，同世代の友人から自分がどのよう

に思われているのかという，他者評価が気になる年頃で

あるといわれている．平石１）は健康な自己確立である「自

己確立感」は，「自己表現・対人的積極性」などの他者

関係の安定とも結びついているという．つまり，対他者

意識を改善することは自己意識の健康性向上にとって必

要不可欠である．今回のピアプロジェクトを通してピア

メンバーは，対他者意識の「自己表明・対人的積極性」

が上がり「非評価意識・対人緊張」が低下するなど，対

他者意識を改善させていた．この結果は，思春期ピアカ

ウンセリング教室に参加した中学２・３年生の「非評価

意識・対人緊張」に変化がみられなかったという結果１５）

と違っていた．ピアプロジェクトが対他者意識へ与えた

影響について，グループでの課題学習の視点から考察す

る．

今回のピアプロジェクトでは，２ヵ月間にわたっての

グループ課題学習期間があり，セクシュアリティについ

て学びあうことやピアエデュケーションの企画運営が課

題とされた．Project-based Learning（PBL）は，学習プ

ロジェクトに対してグループメンバー間で学ぶ経験に触

媒として作用する１６）といわれ，さまざまな教育分野で取

り入れられている．PBLが学生の科学的な知識やプロ

フェッショナル・スキル獲得のうえで有効である１７）こと

はすでに明らかになっているが，なかでもメンバー間の

チームワークが学生の成長に重要であるといわれてい

る１８）．今回のピアプロジェクトで，学生は【取り組みに

対して自己達成感を得る】体験をしていた．そこには一

連のプロジェクトの達成感の他，グループワークへの苦

手意識への克服も含まれた．グループ課題学習で他のメ

ンバーと時間を共有するなかで，自分を表現し，相手を

理解することの大切さに気づきながら，協同して課題を

成し遂げようとしたと考えられる．最終的に中学生に対

してエデュケータとして関わり【エデュケータとしての

スキルと役割に気づく】【相手の立場にたつことの大切

さに気づく】と表現された．これは，相手の思いをうま

く引き出す，自分を表現する，共感的に関わることの大

切さに気づく体験，つまりは，他者のなかで自己を生か

す体験であるといえよう．それはグループ課題学習を通

して時間をかけて醸造されたものであると考えられる．

これまでの思春期ピア研究の多くは，ピア講座を受け

た受講生や思春期ピアカウンセリングに参加した中学生

を対象にして講座の有効性について検討したものであっ

た．しかし，今回は，グループ課題学習期間を通しての

学生の自己肯定意識の変化について，特に対他者意識の

改善の視点からその効果を明らかにできたといえる．

３．ピアエデュケーションへの今後の期待と課題

平石１）は対自己意識の「自己実現的態度」を，「自己

確立感」と表現し，その対立の「自己拡散感」との関係

は，Erikson２）のいう「自我同一性」対「自我同一性拡

散」の概念と多くの点で一致していると述べている．こ

のことから，自己肯定意識を高めることは青年期の発達

課題とされる自己アイデンティティの安定につながるの
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ではないかと考えられる．今後，青年期の学生のピアエ

デュケーションが推進されて，自己肯定意識が高められ

ていくことを期待する．

一方，今回のピアプロジェクトでは，自己肯定意識を

構成する要素のなかの対自己意識の「自己受容」と対他

者意識の「自己閉鎖性・人間不信」に変化がみられなかっ

た．「自己受容」は，自分の個性を尊重し，受け入れ信

頼することであり，「自己実現的態度」とともに「自己

確立感」の主成分を代表する重要な要素である１）．「自

己閉鎖性・人間不信」は他者不信のために他者の中で自

己を安定することができない状態をいう．これらは短期

間のプロジェクトでは変化として現れにくいのではない

か考えられることから，今後はピアプロジェクトをさら

に長期的に続行するなどの検討が望まれる．

結 論

１．性のピアエデュケーションにエデュケータとして参

加した看護学生の自己肯定意識が向上した．

２．性のピアエデュケーションにエデュケータとして参

加した体験は，【エデュケータとしてのスキルと役割

に気づく】【自らの性の知識・理解の増加を自覚する】

【自らのセクシュアリティの捉え方の変化に気づく】

に特徴付けられた．

３．性のピアエデュケーションのエデュケータとしての

準備を含めた一連のプロセスが，看護学生にとって自

己を肯定的に捉え直すうえで有効であることが示唆さ

れた．
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Experience of nursing students participating in peer sexual education as
educators and change in their self-positive-consciousness
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Abstract The purpose of this study is to clarify whether the students who participated in peer sexual edu-

cation as educators raised their self-positive-consciousness, and to clarify what kind of experience they ob-

tained from activities they were involved in as educators. The participants were１１nursing students who

agreed to participate in and were in their final（fifth）year of a nursing program. They performed the peer

sexual education to junior high school students. Before and after the delivery of the education, they were

required to give their responses to the items in“Scale of Self-Positive-Consciousness”, and their responses

were compared with those of２８nursing students in the control group. From the written responses of the

participants, the descriptions which expressed their experience in the activities were extracted, and content

analysis was performed on them. While the Self-Positive-Consciousness of the control group did not experi-

ence a change, the peer members’４subscales changed significantly（p＜０．０５）. Also, the experience of the

peer education was characterized as the following types :［Realize the required skills and roles of an educa-

tor］,［Aware of the enhancement in their own knowledge and understanding on gender］, and［Realize a

change in the way they grasp their own sexuality］. It was suggested that the processes involved in the

preparation of peer sexual education are effective for educators to positively review their own selves.

Key words : peer education , sexual education, self-positive-consciousness
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